
関口児童館で最後の卒園関口児童館で最後の卒園式式
４月から健全育成型の運営に切り替わる関口児童館で　４月から健全育成型の運営に切り替わる関口児童館で、、

３月１５日に最後の卒園式が行われました。昭和４３年の３月１５日に最後の卒園式が行われました。昭和４３年の開開
館以来、３７３人の卒園児を送り出してきた関口児童館館以来、３７３人の卒園児を送り出してきた関口児童館。。
式では、芳賀キエ館長から１０人の園児全員に保育証書式では、芳賀キエ館長から１０人の園児全員に保育証書がが
手渡され、同館最後の園児が巣立っていきました手渡され、同館最後の園児が巣立っていきました。。
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【２】

　
県
は
昨
年
９
月
、
地
域
の
振
興
策
と
し
て

「
県
北
・
沿
岸
圏
域
に
お
け
る
産
業
振
興
の
基

本
方
向
―
取
組
み
の
指
針
―
」
を
示
し
ま
し

た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
直
接
知
事
に
要
望

を
行
い
、
漁
協
の
地
域
営
漁
計
画
の
策
定
、

特
用
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
金
型
関
連
企

業
の
集
積
な
ど
、
本
町
が
求
め
る
産
業
振
興

策
が
お
お
む
ね
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
な
推
進
体
制
と
し
て
、
県
、
町
、
産
業

関
係
者
で
構
成
す
る「
地
域
産
業
戦
略
会
議
」

を
設
置
し
、
工
程
表
を
共
有
し
て
進
行
管
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
産
業
の
振
興
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
国
や
県
に
対
し
、
ウ
イ
ル
ス
の

除
去
と
不
活
化
の
研
究
促
進
な
ど
を
継
続
し

て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
春
ガ
キ
」の
お

い
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
併

せ
て
販
路
を
開
拓
す
る
た
め
、
養
殖
業
者
と

施政方針の内容

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が

１９

開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
平
成
　
年
度
に
お

１９

け
る
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
並
び
に

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
本
年
度
は
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
発
展
計
画
に
基
づ

く「
自
主
・
自
律
・
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
理
念
と
し
て
「
―
み
ん
な
で
創
る
　
ひ
と

と
産
業
が
元
気
な
ま
ち
　
山
田
―
」
の
目
標

達
成
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
行
財
政
改
革
を
進
め
、
町
民
と
行
政
が

協
働
で
役
割
と
責
任
を
分
担
す
る
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
行

政
改
革
と
堅
実
な
財
政
運
営
の
も
と
に
住
民

の
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
、
第
８
次
山
田

町
総
合
発
展
計
画
の
施
策
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
改

革
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交

付
税
の
見
直
し
な
ど
が
町
の
財
政
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
下
、
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
る
領
域
に
従
い
、
平
成
　
年
度
の
施
策

１９

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が
２
月
　
日
か
ら
３
月
９
日
ま

１９

２０

で
開
か
れ
、　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

１９

し
た
。
初
日
に
は
沼
崎
喜
一
町
長
が
「
自
治
体
と
住
民
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
『
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
た
い
」
と
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展

計
画
の
６
つ
の
柱
を
基
本
に
、
本
年
度
の
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
施
政
方
針
の
内
容
と
　
年
度
予
算
の
中
身
を
紹
介
し
ま
す
。

１９

自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治
体体体体体体体体体体
とととととととととと
住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民
がががががががががが
協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力
しししししししししし
合合合合合合合合合合

自
治
体
と
住
民
が
協
力
し
合
ううううううううううう

住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
にににににににににに
全全全全全全全全全全

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力力力力力力力力力力力

施政方針を述べる沼崎喜一町施政方針を述べる沼崎喜一町長長

平成１９年度

施 政 方 針

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

春
ガ
キ
販
路
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支
援

【３】

連
携
し
山
田
湾
産「
春
ガ
キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
家
経
営
の
安
定
支
援
に
つ
い
て
は
、
漁

業
近
代
化
資
金
の
利
子
補
給
、
カ
キ
、
ワ
カ

メ
、
コ
ン
ブ
養
殖
漁
家
が
加
入
す
る
特
定
養

殖
共
済
の
掛
金
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
ホ
タ
テ
養
殖
漁
家
に
対

す
る
掛
金
補
助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
の
安
定
供
給
と
衛
生
管
理
体
制
の
強

化
、
漁
業
系
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
図
る

た
め
、
山
田
湾
漁
業
協
同
組
合
の
カ
キ
殻
破

砕
機
、
山
田
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
製
氷

工
場
用
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
大
浦
漁
業

協
同
組
合
の
魚
類
水
揚
げ
お
よ
び
選
別
作
業

用
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
整
備
、
大
沢
漁

業
協
同
組
合
が
計
画
し
て
い
る
漁
業
系
廃
棄

物
 堆
  肥
 化
処
理
施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
船

た
い
 
ひ

越
湾
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
海
水
殺
菌

装
置
の
整
備
、
織
笠
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
ふ
化
場
取
水
用
井
戸
増
設
事
業
に
対
し

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
ド
ウ
苗
の
購

入
、
栽
培
用
資
材
、
生
産
管
理
機
械
を
整
備

し
、
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
に
つ
い
て
は
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
、
生
産
管
理
機
械
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
観
光
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
中

小
企
業
融
資
制
度
で
運
転
資
金
、
設
備
資
金

の
融
資
額
を
増
額
し
、
新
た
に
開
業
資
金
の

融
資
を
立
ち
上
げ
、
融
資
制
度
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
町
工

場
誘
致
条
例
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
企
業

立
地
補
助
制
度
を
新
た
に
設
け
、
企
業
が
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
致
し
ま
し
た
。
優

良
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
雇
用
の
場
の
拡
大

に
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

も
に
「
マ
リ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
地

域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
体
験
型
観
光
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
「
宮
古
道
路
」
は

昨
年
３
月
に
、「
釜
石
山
田
道
路
｣
は
７
月
に

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
古
道
路
は
宮

古
市
金
浜
か
ら
同
松
山
ま
で
の
４
・
８
㌔
が

平
成
　
年
度
の
全
線
供
用
開
始
を
目
指
し
、

２１

釜
石
山
田
道
路
は
両
石
ト
ン
ネ
ル
と
両
石
高

架
橋
の
大
型
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
山
田
ま
で
の
早
期
着
手
を
国
お
よ
び

関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
の
仙
人

峠
道
路
は
３
月
　
日
に
　
・
６
㌔
の
供
用
が

１８

１８

開
始
さ
れ
、
同
時
に
一
部
開
通
す
る
上
郷
道

路
３
・
４
㌔
と
と
も
に
釜
石
遠
野
間
の
改
良

部
分
が
一
本
に
結
ば
れ
、
東
北
自
動
車
道
へ

の
乗
り
入
れ
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
宮
古
山
田
線
は
国
道

　
号
ま
で
の
拡
幅
改
良
を
、
重
茂
半
島
線
は

４５急
カ
ー
ブ
・
急
 勾
  配
 改
良
、
幅
員
拡
幅
な
ど

こ
う
 ば
い

を
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
道
細
浦
柳
沢
線
に
つ
い
て
は
、
県
代
行

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
豊
間
根
地
区
の
石
峠
橋
の
橋
り
ょ
う
補
修

事
業
を
実
施
し
、
長
林
大
浦
線
局
部
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
の
完
成
を
目

２０

指
し
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

区
画
道
路
の
整
備
と
こ
れ
に
伴
う
建
物
移
転

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山
田
処
理

区
の
川
向
地
区
、
役
場
周
辺
の
八
幡
、
中
央
、

後
楽
、
北
浜
地
区
に
管
 渠
 を
布
設
し
て
ま
い

き
ょ

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
集
合
処
理
区
域
外

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来

想
定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
診

断
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
第
　
次
１１

拡
張
改
良
事
業
に
よ
り
上
水
道
と
馬
指
野
簡

易
水
道
と
の
接
続
、
織
笠
水
源
地
取
水
井
改

良
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
柳
沢
北
浜
地
区

配
水
管
布
設
事
業
、
豊
間
根
簡
易
水
道
配
水

管
布
設
替
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
土
の
保
全
整
備
に
つ
い
て
は
、
治
山
治

水
の
災
害
予
防
と
し
て
四
十
八
坂
地
区
の
法

面
崩
壊
対
策
事
業
を
促
進
し
、
ま
た
、
国
土

調
査
事
業
は
船
越
第
　
地
割
の
一
部
３
２
１

１７

筆
に
つ
い
て
地
籍
調
査
を
進
め
ま
す
。
本
年

度
で
田
の
浜
地
区
を
終
了
し
、
平
成
　
年
度

２０

か
ら
は
大
浦
地
区
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
津
波
・
高
潮
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
事
業

と
し
て
織
笠
川
三
陸
高
潮
対
策
事
業
、
山

田
・
大
沢
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

中
高
年
の
男
性
を
中
心
に
肥
満
の
割
合
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
多
く
が
内
臓
脂
肪
型
肥
満

で
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

平成１９年度

施 政 方 針

第１次産業活性化のため、安全で安第１次産業活性化のため、安全で安心心
できる農林水産物の供給を支援しまできる農林水産物の供給を支援しますす

健
や
か
で
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

生
活
習
慣
病
の
「
一
次
予
防
」
に
重
点

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

公
共
下
水
道
山
田
処
理
区
の
整
備
推
進



【４】

ン
ド
⇀
ー
ム
）
の
ٽ
ැ
を
導
入
し
た
医
療
構

௮
改
革
が
平
成
　
年
度
か
ら
展
開
さ
れ
ま
す
。

２０

本
町
に
お
い
て
も
生
活
習
慣
病
が
ঘ
ཌ
ࡔ
֦

の
６
ڬ
を

め
て
お
り
、
生
活
習
慣
を
改
善

し
て
病
気
を
予
防
す
る「
一
次
予
防
」
に
ਹ
点

を
置
い
た
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
子
供
た
ち
が
ಖ
ভ
や

ྖ
傾
向
に
あ
り
、

生
活
習
慣
、

習
慣
の
基
ய
づ
く
り
や
心


と
も
に
健
や
か
な
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
昨
年
　
月
に
本

１１

町
の
医
療
の
拠
点
と
し
て
柳
沢
北
浜
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
新
築
移
転
さ
れ

た
県
立
山
田
病
院
が
さ
ら
に
地
域
総
合
病
院

と
し
て
十
分
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

医
師
確
保
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。
移
転
後
の
旧
山
田
病
院
跡
地

は
町
が
取
得
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

建
物
に
つ
い
て
も
利
活
用
の
可
能
性
を
検
討

し
な
が
ら
県
医
療
局
と
協
議
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
昨
年
の
医
療
制

度
改
革
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
中

心
と
し
た
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進
、
医

療
保
険
者
に
よ
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
国

が
策
定
す
る
特
定
健
診
等
基
本
指
針
に
即
し

て
、
５
年
を
１
期
と
す
る
特
定
健
診
等
実
施

計
画
を
策
定
致
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
岩

手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
広

域
連
合
と
連
携
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
平
成
　
年
度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
し

２０

て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
延
長
保
育
、
一
時

保
育
、
休
日
保
育
な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
子
育
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
情
報
の
発
信
や
子
育
て
支
援

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
、
山
田
町
次
世
代
育

成
支
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、

母
子
家
庭
な
ど
へ
の
医
療
費
給
付
事
業
は
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
関
口
児
童
館
は
、
従
来
の
保
育
型
を
廃
止

し
地
域
の
児
童
を
対
象
と
し
た
健
全
育
成
型

と
し
て
運
営
し
、
併
せ
て
山
田
北
小
学
校
児

童
を
対
象
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な
ど
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
業
を
推
進
し
、
日
常
の
安
否
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
体
制

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
高
齢

者
の
総
合
的
な
相
談
支
援
と
運
動
機
能
や
 口
 

こ
う

 腔
 機
能
お
よ
び
栄
養
改
善
の
向
上
の
た
め
の

く
う介

護
予
防
教
室
の
実
施
と
、
さ
ら
に
要
支
援

者
の
自
立
に
向
け
た
予
防
給
付
な
ど
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
の
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
福
祉
計
画

に
よ
る
、
自
立
支
援
給
付
事
業
・
地
域
生
活

支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
活
動
の
要
で
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
第
　
分
団
を
更
新
、
防
火
水
槽
は
田
名

１３

部
、
大
浦
地
区
へ
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
未
組
織

地
区
へ
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災
活
動
力
の

充
実
を
図
る
た
め
、
自
治
会
な
ど
に
防
災
資

器
材
の
配
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
安
全

施
設
等
総
点
検
を
実
施
し
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
生
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
を
初
年
度
と
す
る

１９

第
８
次
山
田
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
生
涯
学
習
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
は
舞
台
装
置

を
は
じ
め
施
設
が
老
朽
化
し
、
活
動
の
拠
点
、

発
表
の
場
と
し
て
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
舞
台
装
置
の
整
備
や
冷
暖
房
設
備
の

更
新
な
ど
大
ホ
ー
ル
改
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
登
下
校
す
る
際
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
「
地
域
ぐ
る
み
の

学
校
安
全
体
制
整
備
事
業
」
に
よ
り
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱
し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
豊
間
根
小
学
校

電
気
設
備
更
新
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
学
校
建
物
耐
震
診
断
の
結
果
報
告
が

３
月
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
第
　
回
東
北
高
等
学
校
相
撲
選

６０

手
権
大
会
並
び
に
第
　
回
岩
手
県
民
体
育
大

５９

会
軟
式
野
球
競
技
一
般
Ｂ
、
第
　
回
国
民
体

６２

育
大
会
選
考
会
軟
式
野
球
競
技
一
般
Ｂ
が
本

町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
会
の
成
功

を
期
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
前
須
賀
公
園
相
撲
場
の
改
修
や
、

各
種
野
球
大
会
開
催
に
対
処
す
る
た
め
、
本

年
度
中
に
町
民
総
合
運
動
公
園
野
球
場
に
ラ

バ
ー
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
田
町
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
町
史
に

つ
い
て
は
、
昭
和
　
年
に
上
巻
、
平
成
９
年

６１

に
中
巻
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
３
月
に
、
昭
和

　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
歴
史
を
収
録
し

30

１２

た
下
巻
が
配
本
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
の
社
会
参
画
拡
大
と
男
女
共
同
参
画

平成１９年度

施 政 方 針

生活習慣の改善を進めま生活習慣の改善を進めますす
（１月に行われた健康講演会（１月に行われた健康講演会））

手
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
の
芽
を
は
ぐ
く
み
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

町
中
央
公
民
館
の
改
修
工
事
を
実
施

【５】

　
住
民
協
働
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
　１８

年
度
に
制
定
し
た
住
民
協
働
推
進
支
援
事
業

補
助
金
交
付
制
度
に
よ
り
、
自
治
会
な
ど
の

創
意
・
工
夫
さ
れ
た
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
住
民
協

働
で
上
豊
間
根
自
治
会
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
に
対
し
補
助
し
て
ま
い

り
ま
す
。
町
の
集
会
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
地
元
自
治
会
な
ど
へ
の
移
行
も
含

め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
治
会
な
ど

が
未
組
織
の
地
区
に
お
い
て
は
自
主
防
災
会

の
組
織
化
を
進
め
、
自
治
会
組
織
結
成
へ
と

結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
の
制
度
、
政
策
な
ど
に
つ
い
て
町
民

に
情
報
提
供
を
図
り
、
町
政
へ
の
理
解
を
深

め
な
が
ら
住
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
町

づ
く
り
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
業
就
業
希
望
者
へ
の
研
修
制
度
、

移
住
希
望
者
へ
短
期
・
中
期
体
験
用
宿
舎
の

　
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
財
政
計
画
２
０
０
６
と
整
合
す
る
第

８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
の
施
策
事
業
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
必
要
な
財
源
を

確
保
し
、
町
債
の
借
入
額
に
つ
い
て
は
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
に
努
め
、
経
常

経
費
の
圧
縮
・
節
減
に
よ
り
、
見
込
ま
れ
る

財
源
不
足
額
の
縮
小
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
税
源
移
譲
に
伴
う
収
納
業
務
の
増
大
、
ま

た
、
昨
年
　
月
に
設
置
さ
れ
た
岩
手
県
地
方

１０

税
特
別
滞
納
整
理
機
構
と
の
連
携
に
よ
る
滞

納
処
理
事
務
を
推
進
す
る
た
め
、
町
の
組
織

を
見
直
し
、
税
務
会
計
課
に
収
納
対
策
室
を

設
置
し
て
収
納
体
制
の
整
備
を
図
り
、
納
税

相
談
の
充
実
と
迅
速
な
滞
納
整
理
を
進
め
、

自
主
納
税
の
促
進
と
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
庁
内
に
お
い
て
は

使
用
料
な
ど
の
滞
納
も
含
め
た
対
応
策
を
検

討
す
る
委
員
会
を
設
け
、
滞
納
に
対
す
る
町

と
し
て
の
強
化
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
改
革
は
、
具
体
的
な
目
標
値
を
示
し

た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
行
政
改
革
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
の
導
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
、
関
係
機
関
へ
事
業
促
進
と
本
町
の

課
題
解
決
に
向
け
、
要
請
活
動
を
継
続
的
に

　
以
上
、
平
成
　
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施

１９

策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
の
地
方
分
権
推
進
法
の
施
行
に

よ
り
「
国
と
地
方
を
対
等
・
協
力
の
関
係
」

に
変
え
た
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
か

１４

ら
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
経
て
も
本
来

私
た
ち
が
求
め
続
け
て
き
た
地
方
分
権
は
実

現
し
て
お
ら
ず
、
な
お
「
未
完
の
改
革
」
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当
然
、
国
に
対
し

て
は
引
き
続
き
豊
か
な
自
治
と
新
し
い
国
の

か
た
ち
を
求
め
て
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
民
に
近

い
空
間
に
で
き
る
限
り
の
力
を
集
め
る
分
権

改
革
は
こ
の
時
代
の
潮
流
で
あ
り
ま
す
。
私

は「
住
民
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
望
ま
し
い
」

（
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
）
の
考
え
を
基
調
に

し
て
、
自
治
体
と
住
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
４
月
は
統
一
地
方
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
地
方
分
権
を
巡
る
三
位

一
体
改
革
の
嵐
の
中
、
激
動
の
４
年
間
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
環
境
に
あ
っ

て
も
自
立
の
道
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
の
も
、

町
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
各
位
の
町
政
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
の
 賜
  物
 で
あ
り
ま

た
ま
 も
の

す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
供
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
情
報
提
供
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
各
種
審

議
会
や
地
域
活
動
団
体
な
ど
へ
の
積
極
的
な

登
用
・
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
女
性

セ
ミ
ナ
ー
や
生
涯
学
習
な
ど
に
よ
り
、
女
性

の
社
会
参
画
と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
の
情
報
提
供
や
学
習
活
動
の
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
　１１

月
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
・
ザ
イ
ス
ト
市
の
新
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
今
後
の
ジ
ュ
ニ
ア
使
節

団
の
受
け
入
れ
と
交
流
事
業
の
継
続
実
施
に

つ
い
て
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
交
流
を
広
げ
る
た
め
民
間
団
体
の
育
成
な

ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
団
塊
の
世
代
が
退
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
後
継
者
の
育
成
な

ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

平成１９年度

施 政 方 針

収納対策室を設置し、自主納税収納対策室を設置し、自主納税のの
促進と収納率の向上に努めま促進と収納率の向上に努めますす

住
民
参
加
と
協
働
で
元
気
創
造
、
自
律
を
め
ざ
す
ま
ち

創
意
工
夫
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
を
支
援

身
の
丈
に
あ
っ
た
、
健
全
な
行
財
政
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

収
納
対
策
室
を
設
置
し
滞
納
整
理
強
化



【６】

◆新いわて農業担い手支援総合対策事業補助金 ４２５万円

りんどう苗、栽培用資材、生産管理機械の整備などに

対する補助金です。

◆しいたけ等特用林産物生産施設整備事業補助金 ２６０万円

　散水施設や乾燥機械などの整備に対する補助金です。

◆森林整備地域活動支援交付金 ３１０万円

森林の巡視や整備など、適正な維持管理を行う団体や

個人の活動に対する交付金です。

◆かき共済掛金補助金 ３１６万円

昨年１２月からのカキの風評被害により大きな打撃を

受けたカキ養殖漁家の皆さんに対し、本年度はかき共

済掛金の補助率を５％から１０％に引き上げます。

◆定置網復旧支援資金利子補給補助金 ５２２万円

昨年１０月の低気圧により、被害を受けた定置網の復旧

資金に対する利子補給の補助金です。

◆漁業経営構造改善事業費補助金  ２,５００万円

◆さけ・ます増殖施設整備事業費補助金 ２,７００万円

◆水産経営活性化対策事業費補助金 ５９２万円

◆漁業系廃棄物処理施設整備事業費補助金 ５１０万円

水産物の安定供給や消費者が求める「安全で安心でき

る」水産物を提供するため、町内各漁協などが実施す

る施設整備への補助金です。

産 業 振 興 課

◆小中学校教育用パソコンリース料 ２,４５４万円

◆スクールバス運行委託料 １,２８８万円

◆公民館費 ９,１５５万円

中央公民館舞台装置改修工事費 ７,６２３万円や各種公民

館設備の保守点検委託料４１７万円を計上しています。

◆人づくり事業費 ８７０万円

ジュニア海外使節団派遣事業の旅行業務委託料、国内

外研修事業補助金などを計上しています。

◆基地周辺屋外運動場設置工事費 ２,２９５万円

総合運動公園野球場の外野フェンスに危険防止のため

ラバーフェンスを設置します。

教 育 委 員 会

地 域 整 備 課

◆道路維持費 ８,５１３万円

◆道路新設改良費 ６,００１万円

◆土地区画整理費 ２億８,５２１万円

▽宅地整地や細浦柳沢線、街路などの工事費… ９,０９８万

円 ▽建物等移転補償費…１億７,５２１万円

◆公共下水道事業 ４億９０９万円

快適な生活環境と海や河川の水質保全を目的に、船越

地区と山田地区で公共下水道事業を実施しています。

◆不動産鑑定評価委託料 ６９３万円

３年ごとの固定資産税額の見直しに伴い、税額決定の

基礎となる町内全域の土地の鑑定を行います。

◆住民税等申告支援システムリース料 １３１万円

税 務 会 計 課

◆宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金 ３億１,５０５万円

◆消防施設費 ２,８８０万円

本年度は消防ポンプ車購入費（１３分団）１,７００万円や防

火水槽築造工事費（大浦、田名部地区）１,１３０万円が計

上されています。

消 防 防 災 課

保 健 福 祉 課
◆町社会福祉協議会補助金 ９９３万円

◆障害者福祉費 ２億９,２８７万円

▽重度心身障害者医療給付費… ４,２３１万円 ▽障害者自

立支援給付費…１億９,５３２万円

◆老人福祉費 ３億４,７９６万円

▽岩手県後期高齢者医療広域連合負担金… ６９９万円 ▽

老人保護措置委託料…１,４６２万円

◆民間保育所運営委託料 ２億９,３３６万円

◆延長保育促進事業補助金 ７４０万円

◆介護保険事業 １３億１６０万円

歳出総額の９６.１％を占める保険給付費は１２億５,０５０万

円で、訪問介護や通所介護、施設介護など各種サービ

ス費用に充てられます。

下水道工事の様子（川向地区下水道工事の様子（川向地区））

養殖ワカメの出荷作業の様子（田の浜地区養殖ワカメの出荷作業の様子（田の浜地区））

【７】

　平成１９年度の町一般会計予算の総額は、歳入、歳出そ

れぞれ６５億９,１２５万円。前年度当初予算と比べて１.３％の

増となり、６年ぶりのプラス予算となりました。

　歳入では、所得譲与税から住民税への税源移譲に伴い

地方譲与税が前年度比５９.５％減、町税は同１４.２％の増と

なっています。

　歳出では、土木費が前年度比１６.７％の減ですが、教育費

は同１２.５％の増、総務費は同１１.０％の増となっています。

　町の財政事情の厳しさに変わりはありませんが、財政

運営の堅実さを保ちつつ、第８次山田町総合発展計画を

着実に実行し、元気なまちづくりをめざしていきます。

歳　　　　　　入

伸び率構成比予算額区　分

１４.２

８.２

０.１

△０.２

３１.７

１３５.０

０.０

０.０

１７.５

１１.０

１.４

１.１

０.６

０.２

０.０

０.０

１１５,２９８

７２,３９５

９,１２２

７,０８７

３,７８０

１,０２０

１０

０

町 税

繰 入 金

分担金・負担金

使用料・手数料

諸 収 入

財 産 収 入

繰 越 金

寄 附 金

自
　
主
　
財
　
源

１１.４３１.７２０８,７１２計

１.１

５.６

１.８

△１１.９

△５９.５

△８.３

４３.２

８.１

６.５

６.３

１.３

３.０

２８４,６００

５３,４９０

４２,８０８

４１,３５６

８,２６０

１９,８９９

地 方 交 付 税

町 債

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

地 方 譲 与 税

そ の 他

依
　
存
　
財
　
源

△２.７６８.３４５０,４１３計

１.３１００.０６５９,１２５合　　　　計

歳　　　　　　　出

伸び率構成比予算額区　　　分

１.５

６.８

１１.０

△１６.７

１２.５

△２.５

６.７

３.９

△３.２

△１３.３

△０.４

０.０

０.０

２５.２

１６.３

１４.２

１３.５

１０.０

７.８

５.７

４.４

１.６

１.２

０.０

０.０

０.１

１６５,９０３

１０７,５７３

９３,３９６

８８,７１０

６６,２０４

５１,４０８

３７,８８３

２８,８１２

１０,７６５

７,８５９

１１１

１

５００

民 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

議 会 費

商 工 費

労 働 費

災 害 復 旧 費

予 備 費 ・ そ の 他

１.３１００.０６５９,１２５合　　　　　　計

■歳出の状況 （単位：万円、％）

（単位：万円、％）■歳入の状況

　町の平成１９年度一般会計予算と各特別会計、水道事業

会計を合わせた予算総額は１３４億４,３５９万円です。

　ここでは、本年度行われる主な事業を担当課ごとに紹

介します。

◆平成１９年度各会計の予算額
・一般会計  …………………………………６５億９,１２５万円

・国民健康保険特別会計  …………………２５億９,７１６万円

・老人保健特別会計  …………………………１８億３９５万円

・介護保険特別会計（事業勘定）  ……………１３億１６０万円

・介護保険特別会計（サービス事業勘定）  ………４００万円

・簡易水道特別会計  ……………………………８,６７９万円

・漁業集落排水処理事業特別会計  ………１億３,２１７万円

・公共下水道事業特別会計  …………………４億９０９万円

・水道事業会計  ……………………………５億１,７５８万円

※水道事業会計には、収益的支出予算と資本的支出予算の合計額

を掲載しています。

◆住民協働推進費  １,８２７万円

住民協働推進支援事業補助金１５０万円やコミュニ

ティー施設整備助成事業補助金１,６００万円が計上され

ています。

◆鈴木善幸元内閣総理大臣を顕彰する会補助金 １００万円

◆広報やまだ印刷費 ６７６万円

◆参議院議員選挙費 １,４７２万円

◆県知事及び県議会議員選挙費 １,３５６万円

◆町議会議員選挙費 １,３９４万円

◆国土調査費 １,１０１万円

◆電算管理費 ６,４９８万円

電算システムのアウトソーシングに伴うオープンシス

テムのリース料４,０３７万円や、同システムの保守委託

料６２８万円が計上されています。

総 務 課

選挙管理委員会

企 画 財 政 課

◆国民健康保険事業  ２５億９,７１６万円

国民健康保険は病気やけがに備えて加入者の皆さんが

お金を出し合い、病院にかかるときの医療費に充てる

支え合いの制度です。

◆老人保険事業（医療費関係） １８億３９５万円

老人保険制度は７５歳以上（重度障害者は６５歳以上）の

高齢者が、病気になっても安心して医療が受けられる

制度です。

◆海を守る推進費 ３４６万円

◆ 塵  芥 し尿処理費 ２億９,４００万円
じん かい

住 民 生 活 課

一 般 会 計 町の全会計

平成１９年度予算の中平成１９年度予算の中身身



　
町
で
は
「
山
田
町
住
民
協
働
推
進
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。
同
計
画
は
住
民
同
士
、
住
民
と
行
政
が
協
力
し
合

う
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
や
取
り
組
み
を
示

し
た
も
の
で
、
自
治
会
活
動
へ
の
補
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備

の
支
援
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
地
域
社
会
に
存
在

し
て
い
た
「
助
け
合
い
・
結
い
」
の
精
神
―
―
。現
代
社
会
で
薄
れ
つ
つ

あ
る
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、
経

済
活
動
中
心
の
生
活
や
全
国
画
一
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
と
、

人
々
か
ら
は
地
域
づ
く
り
や
地
域
活

動
へ
の
関
心
が
次
第
に
薄
れ
、
人
と

人
と
の
結
び
付
き
が
希
薄
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
に
伴
い
、
情
報

化
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
も
大

き
く
変
化
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
住
民

の
ニ
ー
ズ
も
よ
り
高
度
に
な
り
、
ま

た
多
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行

政
が
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
住
民
と
行

政
が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
住
民
同
士
、
住

民
と
行
政
が
協
力
し
合
い
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く「
住
民
協
働
」

の
力
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
豊
か

な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域

を
知
り
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
住
民

の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
尊
重
し
、

住
民
と
行
政
が
一
緒
に
考
え
、
共
に

汗
を
流
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
自
治
組
織
の
現
状

　
平
成
　
年
３
月
１
日
現
在
、
本
町

１９

の
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織

な
ど
の
数
は
　
団
体
で
、
町
内
２
０

１９

３
行
政
区
中
、
１
９
３
行
政
区
６
７

３
７
世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、
町
全

体
の
組
織
加
入
率
は
　
・
１
％
と

９３

な
っ
て
い
ま
す
。
残
る
　
行
政
区
に

１０

は
自
治
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
町
内
会
と
し
て
存
在
し
て
い
る

地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
自
治
会
が
実
施
し
て
い
る
主
な
事

業
に
は
▽
地
域
の
美
化
活
動
▽
慶
弔

事
業
▽
町
民
体
育
祭
へ
の
参
加
▽
盆
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づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

　「
山
田
町
住
民
協
働
推
進
事
業
計

画
」
は
、
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
、

住
民
と
行
政
が
協
力
し
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
　
月
か

１２

ら
住
民
協
働
推
進
計
画
策
定
委
員
会

（
濱
登
長
一
郎
委
員
長
・
委
員
　
人
）

１５

が
３
度
に
わ
た
る
検
討
を
重
ね
、
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
計
画
は
、
住
民
協
働
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
や
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
住
民
の
力

　
か
つ
て
、
日
本
の
地
域
社
会
に
は

困
っ
た
と
き
に
人
々
が
力
を
貸
し
合

い
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
合
う

「
助
け
合
い
・
結
い
」
の
精
神
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
復
興
期

大人から子供まで誰もが暮らしやすいまちづくりを進めるため、みんな大人から子供まで誰もが暮らしやすいまちづくりを進めるため、みんなでで
力を合わせてこの計画実現に取り組みましょう（昨年の町民体育祭の様子力を合わせてこの計画実現に取り組みましょう（昨年の町民体育祭の様子））

【８】【９】

▽
住
民
協
働
推
進
支
援
事
業
　
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
自
治
会
な
ど
の
活
動
に

補
助
を
行
い
ま
す
（
上
表
参
照
）。

▽
学
習
機
会
の
情
報
提
供
　
地
域
づ

く
り
活
動
に
関
す
る
学
習
の
機
会

や
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
協
働
推
進
体
制
の
整
備
　
昨
年
４

月
に
設
置
さ
れ
た
住
民
協
働
推
進

室
が
中
心
と
な
り
、
行
政
と
住
民

の
協
働
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
い
な

い
地
区
で
の
組
織
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
ま
す
。

▽
集
会
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
検

討
　
地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
集
会
施
設
と
す
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
で
管
理
運
営
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
力
で
す
。

自
分
の
住
む
地
域
を
見
詰
め
直
し
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考

え
、
自
ら
が
主
役
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
く「
住
民
協
働
」

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
こ

の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
み
ん
な
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
住
民

協
働
推
進
室
（
察
　－

３
１
１
１

８２

内
線
４
４
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

（個人のお宅では行いません）

※会場の確保や開催告知など、講座を行うための準

備は主催者側で行ってください。

◆申込方法　役場総務課、住民生活課、役場各支所

に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、開催

を希望する日の２週間前までに提出してください。

◆申込先・問い合わせ　役場総務課住民協働推進室

（察８２－３１１１内線４４０）へどうぞ。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
ご
利
用
を

　町では、昨年１０月から町職員

による「まちづくり出前講座」

を実施しています。同講座は、

町で行うさまざまな制度や政策

について町民の皆さんに情報を

提供し、広く町政に関する理解

を深めて、住民協働を推進する

ことを目的としています。

　町内に住む５人以上の団体や

グループなどであればどなたで

も開催することができ、講座の

内容は受講する皆さんのご要望

に応じて、各担当課の職員が説

明にお伺いします。なお、この

講座は皆さんの相談や要望など

をお聞きするものではありませ

んのでご理解をお願いします。

◆開催できる時間　試平日…午

前１０時～午後９時試土曜日・

日曜日・祝日…午前１０時～午

後４時

※開催時間は講座１回につき原

則２時間以内としてください。

◆開催場所　町内の公共施設や

事業所の会議室、学校など

町
職
員
が
制
度
や
施
策
を
説
明

自治会などの活動に補助金
　町では、４月１日から自治会などの活動に対し、補助金

を交付します。山田町住民協働推進事業計画により設けら

れたもので、地域づくり活動や従来の行政サービスを自治

会などが実施するものに交付されます（右表参照）。

　本年度（４月１日～来年３月３１日）に行われる事業の申

請の受け付けを６月２９日まで行います。補助金の交付を

希望する団体は期日までに申請書を提出してください。

◆対象団体　自治会、コミュニティー、自主防災組織、Ｎ

ＰＯなど（産業団体など営利法人は対象外です）

◆補助内容　審査委員会により事業内容などが審査され、

認められた費用の５分の４以内の額が交付されます。

※補助金は団体ごとに交付されますが、年間で１団体に交

付できる金額の総額には上限があります。対象世帯数に

より異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

◆申請先・問い合わせ　役場総務課住民協働推進室（察８２

－３１１１内線４４０）へどうぞ。

事　業　内　容　の　例区　　分

地域づくり計画の策定・周知、地域ワー

クショップの開催、地域性を生かしたイ

ベントの開催など

地域づくり

各種健康づくり運動、世代間交流活動、

地元食材を使用した料理教室
地 域 福 祉

ごみ減量化と適正分別への取り組み、ご

みステーションの適正管理、廃棄物の不

法投棄監視活動、買い物袋持参運動など

環 境 衛 生

お祭り・盆踊り大会の開催、地域リー

ダー研修会への派遣など

生涯学習・

生涯スポーツ

地域での避難訓練、防災資器材の整備、

道路の草刈りや除雪、登下校時間帯の地

域内の見回りなど

防災・安全

地場産品の消費拡大や生産意欲の向上に

関する取り組みなど
産 業 振 興

◆対象となる事業内容の例

踊
り
、
芸
能
大
会
の
開
催
―
―
な
ど

が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
防
災
活

動
へ
の
取
り
組
み
、
児
童
と
高
齢
者

が
触
れ
合
う
世
代
間
交
流
会
な
ど
個

性
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

５
つ
の
施
策
で
協
働
推
進

　
同
計
画
で
は
、
住
民
協
働
に
よ
り

新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
次
の
５
つ
の
基
本
施
策
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
の
支

援
　
地
域
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と

な
る
集
会
所
を
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
整
備
す
る
場
合
に
、
そ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。



【１０】

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
で
、
そ
の
出
来
栄
え
は
今
で
も

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
演
芸
会
に
出
演
す
る
方
や
大

会
を
運
営
す
る
方
な
ど
関
係
者
の
苦

労
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
子
供
時
代
に
し
か
見
た
こ
と
の
な

い
演
芸
会
を
こ
の
場
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
年
輩
の
方
々
を

は
じ
め
来
場
し
た
人
た
ち
は
感
動
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
関
係

趣
向
凝
ら
し
た
演
芸
会
に
感
激

　
２
月
　
日
、
風
が
吹
く
肌
寒
い
中
、

２５

船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
大
演

芸
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
園
児
や
各
班
の
大
人
た
ち
に

よ
る
演
芸
は
見
事
で
、
感
激
し
ま
し

た
。
大
人
た
ち
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
山
田
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
広

報
や
ま
だ
の
紙
面
に
載
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
年
前
、
私
は
同
級
生
た
ち
と
一

４３
緒
に
集
団
就
職
の
汽
車
に
乗
り
、
大

勢
の
方
に
見
送
ら
れ
て
山
田
の
駅
を

後
に
し
ま
し
た
。
上
野
駅
に
着
い
た

の
が
夜
の
９
時
を
過
ぎ
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
井
沢
八
郎
さ
ん
の

「
あ
ゝ
上
野
駅
」の
曲
が
流
れ
て
い
た

こ
ろ
で
す
。
上
京
し
て
か
ら
は
働
き

な
が
ら
夜
学
に
通
う
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
時
々
寮
生
活
し
て
い
る
私

に
母
か
ら
山
田
で
と
れ
た
ス
ル
メ
や

干
の
り
、
山
田
せ
ん
べ
い
、
塩
か
ぜ

浮
か
べ
な
が
ら
食
べ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
私
も
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
お
正
月
に
は
お
祝
い
の
会
が
あ

り
、
冬
の
山
田
に
久
し
ぶ
り
に
帰
り

ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
１
２
９
人
と

大
勢
の
出
席
者
で
盛
大
な
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
学
卒
業
後
初
め
て
会

う
仲
間
も
多
く
、
こ
の
日
は
時
間
の

経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
短
い
一
日

で
し
た
。
天
気
も
祝
っ
て
く
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
少
し
風
は
あ
り
ま
し

た
が
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
青
空
で
、
空

気
の
お
い
し
い
こ
と
。
そ
し
て
何
よ

り
大
島
、
小
島
を
浮
か
べ
た
山
田
湾

の
素
晴
ら
し
い
景
色
…
。「
私
た
ち

（
う
に
）
な
ど
が
届
い
た

も
の
で
し
た
。
そ
れ
が

何
よ
り
う
れ
し
く
楽
し

み
で
し
た
。
山
田
出
身

の
仲
間
や
同
僚
た
ち
と

山
田
の
風
景
、
味
、
そ

し
て
潮
の
薫
り
を
思
い

は
こ
ん
な
き
れ
い
な
自
然
が
あ
る
所

で
生
ま
れ
た
ん
だ
」
と
、
あ
ら
た
め

て
我
が
古
里
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し

た
。
帰
り
の
車
の
中
で
「
今
度
は
お

祭
り
の
時
に
来
た
い
ね
」
と
数
人
の

仲
間
と
話
し
な
が
ら
山
田
を
後
に
し

ま
し
た
。
次
回
は
ぜ
ひ
笛
の
音
、
そ

し
て
体
に
響
い
て
く
る
あ
の
太
鼓
の

音
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
お
祭
り

を
見
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
東
京
近
郊
に
住
む
山
田
出

身
の
団
塊
世
代（
昭
和
　
年
生
ま
れ
）

２２

の
仲
間
で
「
Ｙ
Ｓ
　
年
会
」
を
立
ち

２２

上
げ
、
年
に
一
度
集
ま
っ
て
山
田
の

お
祭
り
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
子
供
の

こ
ろ
の
思
い
出
話
を
し
た
り
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
古
里
を
離
れ
た
私
た
ち
に
と
っ
て

山
田
は
自
慢
で
す
。
町
を
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
感

謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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佐 藤 豊  子 さん（５９歳）
とよ こ

〔飯岡出身・旧姓太田〕

はこいし まな ちゃん

（山田町第一保育所・５歳）

　大きくなったら保育園の先生

になって、保育園のみんなと一

緒に遊びたいな。

者
の
方
々
は
何
か
と
苦
労
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
演
芸
会
が
継
続

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
山
蒼
泰
司
（
船
越
・
　
歳
）

６１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
感
謝

　
菜
の
花
が
咲
き
、
桜
の
開
花
も
間

近
と
な
り
、
千
葉
は
春
本
番
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
織
笠
保
育
園

の
先
生
方
、「
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
」
に

集
う
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

百
恵
☆（
９
）

片
岡
樹
李（
　
）
１４

織
笠
楓（
　
）
１１

佐
々
木
雅
也（
　
）
１０

ゆ
っ
き（
　
）
１１

【１１】

お
変
わ
り
な
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
が
山
田
に
居
り
ま

し
た
と
き
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
転
勤
し
た
ば
か
り
で
山

田
の
こ
と
が
何
も
分
か
ら
な
い
私
た

ち
親
子
に
と
っ
て
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
し
た
。

い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
る
先

生
方
、
自
然
に
話
し
掛
け
て
く
れ
る

保
育
園
の
子
供
た
ち
。
す
ぐ
に
緊
張

も
解
け
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
う
こ

と
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
、

た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

山
田
で
充
実
し
た
生
活
が
で
き
た
の

ら
ま
た
山
田
へ
訪
れ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
、
先
生
方
も
お
体
を
大
切
に
ご

自
愛
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
千
葉
の

方
へ
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
自
宅
に
も
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

元
山
田
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

利
用
者
親
子
（
千
葉
県
在
住
）

偽
海
葱
の
む
か
ご
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
偽
海
葱
（
オ
ー
ニ
ソ
ガ
ラ
ム
・
コ

ウ
ダ
タ
ム
）
の
秦
む
か
ご
紳
を
差
し

上
げ
ま
す（
一
人
３
個
）。
大
き
さ
は

１
㌢
ほ
ど
で
ピ
ン
ポ
ン
球
ぐ
ら
い
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。
偽
海
葱
は
タ
マ

ネ
ギ
の
よ
う
な
球
根
を
地
上
部
分
に

出
し
て
生
育
す
る
お
も
し
ろ
い
形
を

し
た
植
物
で
す
。
親
球
の
周
り
に
小

さ
な
子
供
（
む
か
ご
）
が
た
く
さ
ん

で
き
て
増
え
て
い
き
ま
す
。
南
ア
フ

リ
カ
原
産
で
寒
さ
に
弱
い
の
で
冬
は

室
内
で
管
理
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、

　
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

８０

同
封
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
　
４
月
　
日
（
先
着
約

３０

　
人
）

３０
▽
応
募
先
　
〒
０
２
８－

１
３
１
１

　
山
田
町
大
沢
　－
　－

４

１１

１７

　
大
川
重
子

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

山
田
路
を

わ
が
越
え
く
れ
ば
お
り
か
さ
の

浜
や
小
島
に
白
波
を
見
ゆ

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｙ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
織
笠
・
？
歳
）

カ
キ
ま
つ
り

山
田
の
カ
キ
は
ノ
ロ
が
な
し

風
評
被
害
を
一
気
に
晴
ら
す

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６２

驚
い
て
カ
レ
ン
ダ
ー
は
ぐ

誕
生
日
啓
蟄
な
ら
ぬ

我
も
う
ら
う
ら

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

町
の
プ
ロ

工
場
用
地
で
ミ
ス
を
や
り

　
佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
歳
）

８０

春
雷
に

目
す
い
の
我
も
逃
げ
ま
ど
う

白
杖
握
り
家
路
を
急
ぐ

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８５

ま
な
び
舎
の

未
練
を
胸
に
若
う
ど
等

親
も
と
あ
と
に
旅
立
ち
の
春

　
齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
　
歳
）

８１

仏
さ
ま
お
顔
は
や
さ
し
春
彼
岸

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
夢
子

　
　
　
　
　
　
　（
田
の
浜
・
　
歳
）

６５

イラスト

　従来、自動車運転免許の更新時に交通安全協会

に加入していただいた方には全国道路地図を差し

上げてまいりましたが、今年１月から方針を変え

て、シートベルトを着用して運転または搭乗中に

不慮の事故に遭った場合には、いささかではあり

ますが、最高８０万円の見舞金が支払われる保険制

度に変わりました。単に補償が目的ではなく、運

転者として万一不慮の事故に遭ったとき、少しで

もお手伝いができるように改定されたものです。

補償期限は免許証の有効期限と同じです。免許の

更新時には交通安全協会へのご協力と安心を持っ

て運転ができるよう、皆さんこぞって加入される

ことを願って、遅ればせながらお知らせ致します。

◆問い合わせ　宮古地区交通安全協会山田支会

（察８２－０２０４）へどうぞ。

湊
俊
樹（
？
）

翠くん！！（１２）

みなとゆうき（６）

む
う
の
じ（
　
）
１７

り
な
犬
？
（
？
）

山
蒼
晶
瑛（
　
）
１１

は
織
笠
保
育
園
の
皆
さ

ん
と
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
陰
だ
と
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
山
田
を
離
れ
て
あ
ら

た
め
て
思
う
こ
と
は
、

何
物
に
も
替
え
難
い
自

然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い

環
境
が
山
田
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
山

田
の
美
し
い
海
は
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

山
田
に
住
む
こ
と
が
で

き
て
山
田
の
自
然
に
触

れ
合
え
た
こ
と
や
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
出
会

え
た
こ
と
は
私
の
財
産

で
す
。
機
会
が
あ
っ
た

交通安全協会の見舞金制度

ご存じですか？ご存じですかご存じですか？？
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【１４】

　
今
回
の
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
記
入
す
る
方
式
で
、

選
挙
で
選
ば
れ
る
議
員
の
定
数
は
こ

れ
ま
で
よ
り
２
人
減
の
　
人
で
す
。

１８

　
４
月
　
日
の
投
票
時
間
は
午
前
７

２２

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
、
投
票
所

は
下
表
の
　
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２５

投
票
に
出
掛
け
る
際
は
、
入
場
券
を

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
昭
和
　
年
４
月
　
日
以
前
に
生
ま

６２

２３

れ
た
人
で
、
平
成
　
年
１
月
　
日

１９

１６

ま
で
に
転
入
届
け
を
し
、
引
き
続

き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
（
投
票
日
ま
で
に
町
外
に

転
出
す
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
）

※
町
内
で
転
居
を
す
る
予
定
の
方
は

次
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
４
月
　
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
た

１６

人
…
新
住
所
地
で
投
票

②
４
月
　
日
以
降
に
届
け
出
を
し
た

１７

人
…
旧
住
所
地
で
投
票

期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
利
用
を

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
で

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
期
間

　
４
月
　
日
～
　
日

１８

２１

◆
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

　（
土
曜
日
も
同
じ
で
す
）

◆
場
所
　
役
場
２
階
特
別
会
議
室

◆
郵
便
に
よ
る
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
病
傷

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

障
害
の
等
級
が
一
定
以
上
の
人
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
で
あ
る
人

は
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
同
制
度
で
投
票
す
る
人
は
、
町
選

管
か
ら
交
付
さ
れ
た
郵
便
投
票
証
明

書
を
提
示
の
上
、
４
月
　
日
ま
で
に

１８

投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
町
選
管
へ
交
付
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票
　
即
日
開
票
で
す
。
当
日
の

午
後
７
時
半
か
ら
山
田
南
小
学
校

体
育
館
で
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

町議会議員の選挙

投　票　所投票区

山 田 漁 村 セ ン タ ー

町 中 央 公 民 館

北 浜 防 災 セ ン タ ー

さ く ら 幼 稚 園

関谷林業担い手 セン ター

関口農業担い手 セン ター

山田第１

２

３

４

５

６

船 越 防 災 セ ン タ ー

山の内生活改善 セン ター

船 越 漁 村 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

小谷鳥コミュニティセンター

船越第１

２

３

４

５

織笠コミュニティ細浦ブロックセンター

織 笠 漁 協 水 産 倉 庫

旧岩手宮古農協織笠支店

猿神農業担い手 セン ター

田子の木生活改善センター

織笠コミュニティ外山ブロックセンター

織笠第１

２

３

４

５

６

ふ る さ と セ ン タ ー

大 沢 漁 協 新 倉 庫

大沢第１

２

豊間根生活改善 セン ター

農 村 婦 人 の 家

田名部林業担い手センター

上 豊 間 根 青 年 会 館

荒川農業構造改善センター

馬鞍コミュニティセンター

豊間根第１

２

３

４

５

６

◆投票所一覧表

　
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
４
月
　
日
告
示
、
４
月

１７

　
日
を
投
票
日
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

２２町
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
決
め
る
町
民
の
代
表
を

選
ぶ
、
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
あ
な
た
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
貴

重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票
日日日日日日日日日日日日日日日日

投
票
日
ははははははははははははははははは

４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日
でででででででででででででででで

　
４
月
　
日
で
すすすすすすすすすすすすすすすすす

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う

明日の山田を託す町民の代表を選ぶ大切
な選挙です。棄権することなく投票に行
きましょう（平成１５年４月の同選挙）



【１５】

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　町では、４月１日から企業立地補助金交付制

度を開始します。これは、企業の立地を促し産

業の振興と雇用の拡大を図るため新たに設けら

れたもので、企業が町内に工場などを新設、増

設する場合に補助金を交付します。

　同制度による補助を受けるためには、申請書

類を提出し、工事を着手する３０日前までに町の

認定を受ける必要がありますので、希望する企

業は事前にご相談ください。

◆対象業種　製造業、ソフトウェア業、自然科

学研究所

◆設置場所　工場適地、農工団地、都市計画工

業系地域、県や町が造成した工業団地など

◆補助金額　固定資産投資額の１０分の２以内

（上限１億円）

◆対象となる工場などの規模

・新設…固定資産投資額が５,０００万円以上で、

製造業は新規常用雇用者数が１０人以上（操業

開始後５年以内に２０人以上に増員する計画

であること）、ソフトウェア業と自然科学研

究所は同雇用者数が５人以上であること

・増設…固定資産投資額が１億円以上で、同雇

用者数が１０人以上であること（増設の補助制

度は平成２３年３月３１日に終了します）

※固定資産投資額とは、土地、家屋や償却資産

の取得に要する経費の総額です。

町
内
企
業
を
２
つ
の
制
度
で
支
援

①企業立地補助金交付制度を開始
固定資産投資額の一部を助成します

◆申込先・問い合わせ　役場産業振興課商工観光担当（察８２－３１１１内線２３４）へどうぞ。

　町では、４月から工場誘致条例を改正し、固

定資産税減免の基準引き下げや利子補給の対象

を拡大し、優遇措置を受けやすくしました。

　企業が町内に工場を新設または増設した場合、

町では工場誘致条例に基づき、固定資産税の免

除や減額、借入金の利子の補助を行っています。

　改正の主な内容は、工場新設の投下固定資本

の基準を３,０００万円から２,０００万円に引き下げた

ほか、利子補給では敷地の取得や造成のための

借入金に限定されていたものを、建物や機械、

装置などの購入資金も対象とし、基準を緩和し

ました。工場の新設や増設を考えている企業は、

同制度の利用をご検討ください。

◆対象となる工場の種類　製造または加工

◆対象となる工場の規模

・新設…投下固定資本２,０００万円以上で、新規

常用雇用者数５人以上であること

・増設…投下固定資本１,０００万円以上で、新規

常用雇用者数３人以上であること

※投下固定資本とは、工場を設置するため取得

した固定資産で、課税対象になるもののうち

事業に使用する土地、建物、機械、装置など

が含まれます。

◆固定資産の減免

・対象…投下固定資本の固定資産税課税額

・内容…操業開始後３年間は全額免除、４年目

は８０％減額、５年目は５０％減額（６年目以降

は通常どおり課税されます）

◆借入金の利子補給

・対象…建物、機械、装置、工場敷地の取得や

造成に要する借入金（上限２億円）

・内容…借り入れ利率（１.８％上限）の利子分を

補助

・期間…３年間

優遇措置がより受けやすくなりました

②工場誘致条例を改正し基準を緩和

　
異
常
気
象
に
よ
る
記
録
的
な

暖
冬
か
と
騒
が
れ
な
が
ら
冬
が

去
り
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
に
み
え
ま
し
た
。
３
月

　
日
に
は
わ
が
家
の
畑
に
芽
を

１０出
し
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
て
ん
ぷ

ら
で
い
ち
早
く
春
を
賞
味
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
冬
将
軍
も

意
地
を
見
せ
た
い
の
か
寒
い
日

が
続
き
ま
し
た
▼
　
日
の
カ
キ

１８

ま
つ
り
も
晴
天
に
は
恵
ま
れ
た

も
の
の
風
が
強
く
寒
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
前
年
を
大
き

く
上
回
る
お
客
さ
ま
が
み
え
ら

れ
大
盛
況
で
し
た
。
昼
過
ぎ
ま

で
客
足
が
途
切
れ
ず
、
私
も
う

れ
し
く
て
会
場
を
何
回
も
巡
回

し
て
い
た
の
で
す
が
、
気
の
緩

み
か
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
反
省
し
き
り
で
す
▼
風

評
被
害
に
よ
り
カ
キ
生
産
に
大

打
撃
を
受
け
た
こ
の
シ
ー
ズ
ン

で
し
た
が
、
山
田
の
カ
キ
の
お

い
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
ま

す
ま
す
大
切
な
も
の
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の
持

つ
力
も
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼

崎

喜

一

町
長
室
か
ら



【１６】

の
際
の
窓
口
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
を
利
用
さ
れ

な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
後
か

ら
申
請
す
る
こ
と
で
、
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
住
民
生

活
課
（
３
番
窓
口
）
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
代
理
の
方
で
も
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
持
参
す
る
物
　
保
険
証
、
印
鑑

　
な
お
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
方

は
原
則
と
し
て
同
認
定
証
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国
保

税
は
納
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

従
来
の
制
度
を
ご
利
用
の
方

　
こ
れ
ま
で
受
領
委
任
払
い
制
度
を

利
用
し
て
い
た
方
は
、
限
度
額
適
用

認
定
証
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
入
院

中
で
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
も
、
申
請

す
れ
ば
限
度
額
適
用
認
定
証
へ
の
切

り
替
え
が
で
き
ま
す
。

▽
持
参
す
る
物
　
高
額
療
養
費
受
領

委
任
証
明
書
（
緑
色
）
ま
た
は
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
白
色
）、

保
険
証
、
印
鑑

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住

民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
担
当

（
察
　

－

３
１
１
１
内
線
１
２
４
）

８２

へ
ど
う
ぞ
。

４
月
か
ら
　
歳
未
満
も
対
象
に

７０

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

　町では、収入が一定以下の方を対象に、介護保険料の軽減

制度を行っています。

　対象となるのは、老齢福祉年金受給者および老齢福祉年金

以下の収入で、一定条件を満たしている人です（下表参照）。

　保険料の減額を受けるためには、本人の申請が必要となり

ますので、対象となる方はお早めに手続きを行ってください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課介護保険担当（察８２－３１１１内

線１６３）へどうぞ。

軽　減　の　内　容軽　減　の　対　象　と　な　る　人区分

保険料段階第１段階の半額の保険

料相当額に軽減

（年額２１,６００円→１０,８００円に軽減）

１　老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が非課税

２　老齢福祉年金以下の収入で、次の４つの要件をすべて満たし、生活保護を受けて

いない人。 ▼世帯全員が住民税非課税 ▼世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目か

ら１人につき４０万円を加算） ▼住民税課税者に扶養されていない ▼１００万円以上の

預貯金など一定以上の資産を所有していない―人

Ⅰ

本来納めるべき保険料段階から１

段階分軽減

（年額より１０,８００円を軽減）

１　災害により著しい損害を受けたとき

２　世帯生計維持者の死亡または長期入院などで収入が著しく減少したとき

３　世帯生計維持者の収入が事業の休廃止、失業などにより著しく減少したとき

４　世帯生計維持者の収入が不漁、不作などにより著しく減少したとき

Ⅱ

保険料段階第３段階を第１段階の

保険料に軽減

（年額３２,４００円→２１,６００円に軽減）

　保険料段階が第３段階で、次の４つの要件をすべて満たす人。 ▼世帯全員が住民

税非課税 ▼世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１人につき４０万円を加算） ▼

住民税課税者に扶養されていない ▼１００万円以上の預貯金など一定以上の資産を所

有していない―人

Ⅲ

◆介護保険料軽減制度の概要

低所得者の介護保険料減免制度

対象となる方は
　お早めに手続きを

１カ月当たりの限度額
世帯の状況

年４回目以降年３回まで

４４,４００円
 ８０,１００円+（２６７,０００円

を超えた分の１％）
一 般

８３,４００円
 １５０,０００円+（５００,０００

円を超えた分の１％）
上 位 所 得 者

２４,６００円３５,４００円町民税非課税世帯

◆自己負担の限度額

※同じ人が同じ月に同じ医療機関に支払った自己負担額です。

　
４
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
限
度
額
適
用
認

定
証
が
　
歳
未
満
の
方

７０

に
も
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証

は
、
国
保
に
加
入
し
て

い
る
方
が
入
院
し
た
時

に
病
院
の
窓
口
で
提
示

す
れ
ば
、
月
単
位
の
窓

口
負
担
が
一
定
の
限
度

額
（
下
表
の
と
お
り
）

に
と
ど
め
ら
れ
、
窓
口

で
多
額
の
現
金
を
支
払

う
必
要
が
な
く
な
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
　
歳
以

７０

上
の
方
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
　
歳
未
満

７０

の
方
も
同
認
定
証
の
交

付
が
受
け
ら
れ
、
入
院

国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保



【１７】

　
町
内
５
つ
の
漁
業
協
同
組

合
で
組
織
す
る
共
有
一
共
第

１
１
１
号
第
一
種
共
同
漁
業

権
連
合
管
理
委
員
会
で
は
、

条
件
付
き
で
山
田
湾
内
の
ア

サ
リ
漁
を
一
般
に
開
放
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
山
田
湾
全
域
に
は
ア
サ
リ

資
源
の
繁
殖
保
護
を
目
的
に

「
ア
サ
リ
漁
業
権
」
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
漁
業
者
（
組
合

員
）以
外
の
方
は
ア
サ
リ
を

採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
一
般
の
皆
さ
ん
に
春

の
風
物
詩
を
堪
能
し
て
も
ら

アアアアアアアアアアササササササササササリリリリリリリリリリ漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁をををををををををを一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般開開開開開開開開開開アサリ漁を一般開放放放放放放放放放放放

人権擁護委員

佐々木  正  
まさ

 弘  さん
ひろ

人
権
擁
護
委
員
に
佐
々
木
さ

ん

　
人
権
擁
護
委
員
に
豊
間
根
の
佐
々

木
正
弘
さ
ん
（
　
）
が
委
嘱
さ
れ
ま

６４

し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
向
こ

う
３
年
間
で
す
。

　
本
町
に
は
佐
々
木
さ
ん
の
ほ
か
に

４
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
家
庭
内

や
近
隣
関
係
な
ど
の
問
題
を
は
じ
め
、

土
地
や
交
通
事
故
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
　
▽
佐
々
木

正
弘
（
察
　－

２
１
４
２
）
▽
吉
田

８６

德
右
エ
門
（
察
　－

２
５
４
９
）
▽

８４

港
安
子
（
察
　－

２
２
６
９
）
▽
田

８４

代
省
平
（
察
　－

２
５
４
８
）
▽
湊

８２

多
喜
郎
（
察
　－

５
８
６
５
）

８２

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課
住

民
相
談
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
１
２
８
）
へ
ど
う
ぞ
。

お
う
と
、
期
間
や
殻
長
制
限
な
ど
を

定
め
て
開
放
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
次
の
条
件
を
守
り
、
潮
干
狩
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
　
５
月
１
日
～
６
月
　
日
１５

◆
時
間
　
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

◆
使
用
漁
具
　
く
ま
手
、
し
ゃ
く
し

※
ジ
ョ
レ
ン
の
使
用
は
禁
止
と
致
し

ま
す
。

◆
殻
長
制
限
　
殻
長
２
㌢
以
下
の
ア

サ
リ
は
採
取
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
共
有
一
共
第
１
１

１
号
第
一
種
共
同
漁
業
権
連
合
管

理
委
員
会
（
織
笠
漁
業
協
同
組
合

内
察
　－

２
６
２
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

８２

平
成
　
年
町
消
防
演
習

１９

　平成１９年町消防演習が行われます。

どうぞご観覧下さい。

◆期日　４月１５日（日）

◆訓練の時間と内容

【開会行事】午前８時・山田南小学校校

庭　【公開訓練】田の浜婦人消防協力隊

による救急訓練…午前１０時・山田南小

学校校庭　山田幼稚園幼年消防クラブ

による遊戯と防火の呼び掛け…午前 １０

時２０分・山田南小学校校庭　分列行進…午前１１時

２０分・国道４５号（山田電機付近から阿部永商店付

近まで）　放水訓練…午前１１時４５分・山田漁港　

山田中地区自主防災会と大沢婦人防火クラブによ

る初期消火訓練…正午・山田漁港

消防団団員を募集します

　山田町消防団では、団員を募集しています。地域

の皆さんの生命・財産を守るため、消防団で共に活

動しませんか。入団を希望される方は、最寄の消防

団の分団長または団員へ直接お申し込みください。

◆問い合わせ　山田消防署（察８２－３１３９）へどうぞ。

　今年に入り、町内で火災

が多発しています。平成 １９

年３月末現在での発生件数

は５件を数え、昨年１年間

の発生件数３件をすでに上

回っています。

　特にも今年は被害が大き

なものが多く、建物がひど

く燃えてしまったものや、

火災により亡くなられた方もおられます。

　これからの季節は、風が強く空気も乾燥し、ます

ます火災が発生しやすい状況になっていますので、

火の取り扱いには気を付けましょう。

　たき火や火入れをする場合には、必ず消防署の許

可をとってから行うようにし、また、たき火の火や

たばこの火はきちんと消えたかどうか確認するなど、

火の始末にも十分に注意してください。

火の取り扱いにはご注意を

町内で火災が多発しています

５月１日～６月１５日期 間

潮潮潮潮潮潮潮潮潮潮干干干干干干干干干干狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩りりりりりりりりりりをををををををををを楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししもももももももももも潮干狩りを楽しもううううううううううう

山田湾



【１８】

◆総務課　試防災対策主幹（監査委員室室長）道又修試

上席副主幹（教育委員会事務局同）花坂惣二試主任（税

務会計課主事）佐々木政良◆企画財政課　試上席副主幹

（産業振興課同）佐藤克典試主任（地域整備課同）芳賀善

一◆税務会計課　試会計管理者兼課長（同課課長）佐藤

勝一試収納対策主幹兼収納対策室長（同課収納対策主幹）

柏谷明久試課長補佐・課税チームリーダー（企画財政課

上席副主幹）佐藤義雄試上席副主幹（住民生活課同）上

林浄試上席副主幹（教育委員会事務局同）昆秀樹試主事

（企画財政課同）佐々木克博◆産業振興課　上席副主幹

（水道事業所同）佐々木清一試主事（図書館自動車運転手）

村上学◆住民生活課　課長補佐・総合窓口チームリー

ダー（保健福祉課同）阿部敏博試上席副主幹（同課副主

幹）内舘眞吉試副主幹（水道事業所同）佐々木茂子試主

任（企画財政課同）川口徹也◆保健福祉課　課長補佐・

福祉チームリーダー（総務課上席副主幹）尾形英一試児

童専門員（同課上席副主幹兼轟木児童館館長）鈴木洋子

試課長補佐・地域包括支援センターチームリーダー（教

育委員会事務局上席副主幹）桜井俊雄試上席保健副主幹

（同課保健副主幹）昆博子試主任（企画財政課同）白野大樹

◆地域整備課　試主事（税務会計課同）横田龍寿

◆船越支所　試支所長兼船越公民館館長（税務会計課上

席副主幹）金濱輝男◆轟木児童館　試館長兼上席児童副

主幹（織笠保育園上席保育副主幹）川端京子

◆織笠保育園　試上席保育副主幹（大浦保育園同）豊間

根よね子試上席保育主査（船越保育園保育主査）山口悦

子◆大浦保育園　試上席保育副主幹（轟木児童館上席児

童指導副主幹）佐々木真由美◆水道事業所　試上席副主

幹（鯨と海の科学館同）川部利一試主事（産業振興課同）

小成渉　◆監査委員室　試室長（税務会計課課長補佐）

豊間根悟◆教育委員会事務局　試上席副主幹（船越支所

支所長兼船越公民館館長）岡市善敏試上席主査（住民生

活課主査）倉本收郎試上席主査（同局主査）昆公夫試主

事（企画財政課自動車運転手）田畑作典

◆さくら幼稚園　試園長（わかば幼稚園同）花坂栄

◆わかば幼稚園　試園長（関口児童館館長）芳賀キエ　

◆中央公民館　試主幹兼館長兼図書館館長（同館館長兼

鯨と海の科学館館長）阿部哲雄

◆鯨と海の科学館　試館長（図書館館長）糠盛唱五

◆消防防災課　試課長・鈴木正男試上席主査・中村光宏

試上席主査・三浦正成試主査・豊間根勉試主任・山野目

茂人試主任・伊藤明弘試主任・中嶋繁規試主事・飛鳥正

明試主事・舩越智試主事・飛澤好輝

◆新採用　試企画財政課主事補・加藤周平試税務会計課

主事補・芳賀久美子試住民生活課主事補・阿部寛子試住

民生活課主事補・里舘智見試保健福祉課保健師・関文恵

試保健福祉課保健師・刈屋深雪試地域整備課主事補・坂

本大弥試教育委員会事務局主事補・小原三智子

◆退職《３月31日付》　試総務課防災対策主幹・内舘健

剛試住民生活課課長補佐・狩野眞理子試保健福祉課児童

専門員・澤口ミネ子試保健福祉課課長補佐・昆幸利試保

健福祉課上席保健副主幹・宇澤美知子試織笠保育園上席

保育副主幹・白土恵美子試さくら幼稚園園長・佐々木記

代子試住民生活課主事・伊藤美智子

　４月1日付

町職員の人事異動

超　過　額
（１時間当たり）

標　準　額
（１日８時間）

金　額
種　別

810円5,200円水　田　作　業

810円5,200円畑　　作　　業

標準額単　位使用機械種　　別

5,800円10㌃耕運機およびトラクター耕　 　 起

水
　
　
田
　
　
作
　
　
業

6,700円10㌃〃代　 か　 き

50円１㍍く ろ ぬ り 機く ろ ぬ り

6,300円10㌃以上
田　 植　 機田　 植　 え

6,500円10㌃未満

7,000円10㌃バ イ ン ダ ー刈り取り結束

15,000円5㌃以上
コ ン バ イ ン刈り取り脱穀

17,000円5㌃未満

7,000円10㌃乾　 燥　 機乾　 　 　 燥

4,000円１時間全 自 動 脱 穀 機脱　 　 　 穀

5,000円10㌃特 に 設 定 な し転作田草刈り

5,700円〃耕運機およびトラクター全　 　 　 般

畑
　
作
　
業

3,000円〃コーンプランター種　 ま　 き

9,000円〃コーンハーベスター刈 り 取 り

1,500円１個ロ ー ル ベ ー ラ牧 草 こ ん 包

1,500円〃ラッピングマシン牧草ラッピング

3,000円10㌃マニアスプレッターた い 肥 散 布共
通

注１　標準額には、オペレーター賃金と燃料費が含まれる。

注２　湿田の耕起、刈り取り脱穀（コンバイン）は、１,０００円

増しとする。

注３　田植え（田植機）は、植え付けのみとする。

注４　刈り取り結束（バインダー）の結束用縄代は、委託者

負担とする。

注５　牧草こん包（ロールベーラ）の基準は１㍍×１㍍とする。

注６　牧草ラッピングは、ラップフィルム代を含む。

注７　５㌃未満の代かきは、１割増しとする。

注８　もみの運搬費用は、１０㌃当たり１,０００円とする。

◆人力の部

注１　標準額は、１日実働８時間当たりの賃金とする。

注２　実働時間が１日８時間を超えた場合は、超過額を加える。

注３　畑作業のパートは、１時間当たり650円とする。

◆機械の部

◆問い合わせ　町農業委員会事務局（内線２３９）へ。

　平成19年度の町農業労賃標準額が次のとおり決まりま

した。適用期間は４月１日から来年3月31日までです。

雇う人も雇われる人も標準額を守りましょう。

農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業労労労労労労労労労労労労労労賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃標標標標標標標標標標標標標標準準準準準準準準準準準準準準額額額額額額額額額額額額額額をををををををををををををを改改改改改改改改改改改改改改農業労賃標準額を改定定定定定定定定定定定定定定定
農園利用者やコン
クール参加者募集

◎町民農園の利用者募集

試貸付期間　１年

試貸付面積　１区画５０㎡

試利用料　１区画３,０００円

試所在地　山田町飯岡７－４４

（さくら幼稚園付近）

試申込期限　４月２３日

◎巨大カボチャコンクールの参

加者募集

試対象　一般町民

※苗（有料）は、後日参加者に

配布します。

試申込期限　４月２３日

◆申込先・問い合わせ　ＪＡみ

やこ山田支店（察８２－４３５５）へ。

固定資産の縦覧
制度のご利用を

　町では、平成１９年度の土地・

家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を行

います。この縦覧制度は、納税

者が所有する固定資産（土地・

家屋）の価格が適正かどうか判

断するために、縦覧名簿により

ほかの固定資産の評価額や面積

などをご覧いただける制度です。

ただし、所有者名や課税内容は

見ることができません。

　なお、地域ごとの宅地の標準

的な価格は、路線価図の公開制

度で閲覧することができます。

試縦覧期間　４月２日～５月１

日（土・日曜日、祝日は除く）

試縦覧時間　午前８時半～午後

５時半

試縦覧場所　役場税務会計課

試縦覧できる人　納税義務者、

納税管理人、代理人など

※代理人の場合は委任状が必要

となります。

試問い合わせ　役場税務会計課

資産税担当（内線１１４）へ。

国保マル学保険証
４月中に手続きを

　国民健康保険では、家族と離

れて住む学生のために学生用の

保険証を交付しています。また、

既に交付を受けている人も有効

期限が３月３１日までですので、

更新手続きを行ってください。

試持参する物　①合格通知書、

在学証明書、入学金（授業料）

領収証のいずれか一つ②印鑑

③国民健康保険証

試問い合わせ　役場住民生活課

国民健康保険担当（内線１２４）

へどうぞ。

【１９】

まちで出会ったかわいい笑顔

●１ 平成１９年度の町一般会計予算

の総額は○億９,１２５万円？

　佳６５　加５６　可５５

●２ 町議会議員選挙の投票日は４

月何日？

　佳１２日　加２１日　可２２日

●３ ３月１８日に１５,０００人の来場者

でにぎわったイベントは三陸

山田○○まつり？

　佳ウニ　加ホヤ　可カキ

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん７人

のうち、男の子は何人？

　佳５人　加６人　可７人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、応募ください。全問正

解者の中から抽選で１０人に５００

円の図書カードをプレゼント。

応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　４月２０日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ａ、

③－Ｂ、④－Ｂでした。応募者

数は４５人で４４人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

山田＝湊亜紀子（１２）　中央町＝

佐々木純子（１２）、長澤佳子（３９）

飯岡＝生駒久子（？）　船越＝山

﨑晶瑛（１１）、村木詩音（１５）　田

の浜＝田畑知佳（７）　大沢＝大

町テイ子（？）　荒川＝村上博子

（４６）　埼玉県さいたま市＝佐々

木海斗（７）　　　　　<敬称略>

海上保安学校の
学生募集します

　海上保安庁では、平成１９年１０

月に海上保安学校に入学する学

生を募集します。

試受験資格　昭和５８年４月２日

以降に生まれた人で、高校を

卒業した人（平成１９年９月ま

でに高校を卒業する見込みの

人を含む）など

試採用予定数　船舶運航システ

ム課程…約１９０人

試試験日　５月２０日（日）

試試験地　盛岡市など

試受付期間　４月２日～９日

試申込用紙請求先・問い合わせ

人事院東北事務局（〒９８０－

００１４　仙台市青葉区本町３

－ ２ －２３ 察０２２－２２１－ ２０２２）

へどうぞ。

防衛庁で自衛隊の
幹部候補生を募集

試種目　自衛隊幹部候補生（一

般・技術）

試受験資格　２２歳以上２６歳未満

の人

試試験日　５月１９日（土）

※試験会場は申し込み受け付け

の際にお知らせします。

試受付期間　４月１日～５月１１日

試申込先・問い合わせ　自衛隊

岩手地方協力本部宮古地域事

務所（察６３－３８８１）へどうぞ。

県庁で銃砲刀剣類
登録審査会を開催

　平成１９年度の銃砲刀剣類登録

審査会を開催します。美術品ま

たは骨董品として価値のある古

式銃、刀剣類をお持ちの方で、

登録を済ませていない方は、忘

れずに登録してください。

試開催日　４月２０日、５月２１日、

６月２０日、７月２０日、８月２０

日、９月２０日、１０月２２日、１１

月２０日、１２月２０日、１月２１日、

２月２０日、３月２１日

試時間　午前１０時～午後３時

試場所　県庁１０階会議室

試登録申請に必要な物　①登録

しようとする銃砲刀剣類②登

録申請書（当日、会場に用意）

③岩手県収入証紙（銃砲刀剣

類１点につき６,３００円分）④刀

剣類発見化届出済証（警察署

で交付）

試問い合わせ　県教育委員会生

涯学習文化課（察０１９－６２９－

６１８２）へどうぞ。

地域障害者相談
コーナーが移転

　キャトル４階に設置されてい

た宮古地域障害者相談コーナー

が、新たに開設された「はあと

ふるセンターみやこ」内に移転

し、３月１日から障害者に関す

る各種相談を受け付けています。

どうぞご利用ください。

試移転先　はあとふるセンター

みやこ（旧山田産婦人科医院）

宮古市緑ケ丘２－３

試業務時間　午前９時～午後６

時（年末年始を除く）

試問い合わせ　はあとふるセン

ターみやこ（察７１－１２４５）へ。

４月の町長面談日
試日時　４月１３日（金）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。



【２０】

安倍 俐  玖  斗 
り く と

（大沢・隆之・男）

太田 咲  太  郎 
さく た ろう

（山田・正樹・男）

佐 々木 晴  稀 
はる き

（大沢・章人・男）

小田島 侑  胡 
ゆ う

（織笠・宗史・女）

小瀬川 真  先 
ま さき

（船越・創・男）

吉 川 大  輝 
だい き

（豊間根・義浩・男）

おめでた・おくやみ

２月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　藤澤 真 
ま

 央 （一仁・女）
お

試船越　山﨑 玲  愛 （修・女）、福舘 真  衣 （裕
れ あ ま い

也・女）、湊 千  怜 （勇一・男）
ち さと

試織笠　小林 　  
かい

 樹 （隆広・男）、糠森 理  音 （透・
き り おん

男）

試大沢　千葉 琳  音 （新・女）、伊藤 光 （尚生・
り おん ひかる

男）

試豊間根　佐々木 日  向 （一将・男）
ひゅう が

〔結婚した二人〕（　）は住所

早野孝幸（宮古市）・福舘藍（船越）

佐藤卓也（山田）・沢口絵里香（宮古市）

佐々木裕人（大浦）・甲斐谷絵里（飯岡）

横田秀一（織笠）・千代川美佳子（長崎）

高清水学（織笠）・黒沢萠子（大槌町）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　小林倉 （８８）、 ヨシ子（８０）、小

成忠雄（５６）、川村富三夫（６７）、附田眞臣

（８１）、岡市健吾（７９）、 藤源太郎（８８）、上

林ヒメ（８３）、佐藤フミ（７４）

試船越　山﨑しん子（５５）、山崎幸江（４５）

試大浦　阿部コマツ（９５）、川端義男（７７）

試織笠　東富治（８５）、越田キミエ（８６）、佐々

木光彦（４３）、中村スミ（９８）

試大沢　佐々木正男（８０）、千代川ナヲ（９０）、

鈴木トメ（９５）

試豊間根　 々木トミエ（７２）、勝山五百子

（７９）

試石峠　高島安雄（６４）

４月生まれ

※敬称略・（　）内は地区名、保護者、

　性別です。

町民のうごき
（２月 1 日～28日）

試出生……９人　　試転入……１９人

試死亡……２６人　　試転出……２９人

試人口…２０,３９８人（今月減２７人）

　男…９,８０９人　女…１０,５８９人

試世帯数………………７,２３８世帯

◆
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
、

静
電
気
が
悩
み
の
種
で
す
。
金

属
に
触
る
と
手
に
走
る
衝
撃
、

し
か
も
地
味
に
痛
い
…
。
ド
ア

の
前
で
痛
が
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
き
っ
と
自
分
で
す
。

◆
広
報
担
当
６
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
。
小
学
校
で
言
え
ば
も

う
最
高
学
年
。
卒
業
？
に
向
け
、

猪
突
猛
進
で
紙
面
作
り
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●和 ●幸 

４
月
1
日
号
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8
8
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０
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８
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３
１
１
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集
／
総
務
課

２０

「広報やまだ」は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

佐 藤　  周 
あまね

（中央町・公一・男）

　山田町商工会（阿部幸栄会長）と山田町市街地活性化委員会

（佐藤信逸委員長）では、昨年９月１日号「広報やまだ」に折り込

み、多くの町民の皆さまから回答していただいた「お買物アン

ケート調査」の結果を公表します。調査結果は今後の商店街の方

向性（コンセプト）を検討するための貴重な資料として活用され

ます。本調査へのご協力ありがとうございました。

◆公表方法　山田町商工会ホームページ（http://www.shokokai. 
com/yamadamachi/）に掲載するほか、山田町商工会窓口で報告

書を配布します。

◆公表期間　４月２日（月）～27日（金）
※窓口での報告書の配布は、土・日曜日を除く午前８時半から午

後５時半までです。

◆問い合わせ　山田町商工会（察82－2515）へどうぞ。

　山田の魅力発信実行委員会では、山田町を舞台にした映画制作

に係るアンケート調査を実施します。映画の制作についてはまだ

企画の段階ですが、町民の皆さんのご協力をお願いします。

◆提出方法　今月号の「広報やまだ」に折り込んであるアンケー
ト用紙に回答を記入し、役場または役場各支所の窓口、もしく

はお近くの役場職員か行政区長に提出してください。

◆提出期限　４月15日（日）
◆問い合わせ　山田の魅力発信実行委員会（山田町商工会内察82
－2515）へどうぞ。

山田町を舞台にした映画制作

アンケート調査にご協力をアンケート調査にご協力アンケート調査にご協力をを

ホームページなどで公表ホームページなどで公ホームページなどで公表表

お買物アンケート調査結果
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